『釈浄土群疑論』における別時意趣会通について（その二）　：　中国における別時意趣 by 村上, 真瑞
5
『
釈
浄
土
群
疑
論
」
に
お
け
る
別
時
意
趣
会
通
に
つ
い
て
(そ
の
二
)
1
中
国
に
お
け
る
別
時
意
趣
ー
村
上
真
瑞
別
時
意
趣
の
説
か
れ
た
論
疏
が
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
年
代
と
、
中
国
浄
土
教
諸
師
の
生
存
年
代
と
を
比
較
考
察
し
て
み
ょ
う
。
一
番
最
初
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
『
摂
大
乗
論
』
の
仏
陀
扇
多
訳
で
あ
る
。
後
魏
の
普
泰
元
年
(
A
・
D
五
三
一
)
で
菩
提
流
支
が
世
親
の
『無
量
寿
経
論
』
を
翻
訳
し
た
時
と
同
じ
年
で
あ
り
、
曇
鸞
の
生
存
中
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
『
摂
大
乗
論
』
世
親
釈
、
無
性
釈
は
、
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
仏
陀
扇
多
は
、
翻
訳
に
際
し
て
、
『摂
大
乗
論
』
を
講
義
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
推
察
で
き
る
が
、
同
時
代
の
曇
鸞
が
、
浄
土
教
に
対
す
る
批
判
と
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
別
時
意
趣
を
『
無
量
寿
経
論
註
』
等
の
著
作
に
お
い
て
、
全
く
取
り
上
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
仏
陀
扇
多
訳
の
『
摂
大
乗
論
』
に
よ
っ
て
別
時
意
趣
が
、
仏
教
界
に
論
議
を
呼
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
仏
陀
扇
多
訳
『
摂
大
乗
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
ニ
ハ
ル
シ
ス
レ
バ
ノ
ヲ
チ
ム
ヲ
シ
「
二
者
時
節
意
趣
。
所
謂
若
称
二
多
宝
如
来
名
一者
。
即
定
ご
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
司
如
ニ
ノ
ノ
シ
テ
ス
レバ
ヲ
チ
ズ
①
無
量
寿
経
説
鱒
若
有
二
衆
生
一願
二
取
無
量
寿
世
界
一即
生
爾
。
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
多
宝
如
来
の
名
を
称
え
れ
ば
こ
の
上
な
い
菩
提
が
得
ら
れ
、
衆
生
が
無
量
寿
世
界
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
『
摂
大
乗
論
』
世
親
釈
の
よ
う
に
、
や
が
て
得
ら
れ
る
菩
提
や
往
生
の
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
仏
陀
扇
多
に
よ
っ
て
『
摂
大
乗
論
』
の
釈
が
訳
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
別
時
意
趣
が
一
般
に
ひ
ろ
が
ら
な
か
っ
た
原
因
と
も
考
え
る
こ
と
が
シ
ノ
ノ
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
お
い
て
注
意
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「如
二無
量
寿
経
説
ご
と
し
て
、
『無
量
寿
経
』
の
名
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
訳
と
比
較
す
る
と
、
仏
陀
扇
多
訳
の
み
に
見
出
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
か
ら
、
仏
陀
扇
多
が
訳
す
る
時
に
加
筆
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
次
に
真
諦
は
、
『
摂
大
乗
論
』
と
、
『
摂
大
乗
論
』
世
親
釈
と
を
陳
の
天
嘉
四
年
(
A
・
D
五
六
三
)
に
翻
訳
し
た
。
道
綽
が
生
ま
れ
た
翌
年
に
当
た
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
『
摂
大
乗
論
』
世
親
釈
が
翻
訳
さ
れ
、
別
時
意
趣
の
詳
細
が
一
般
的
に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
が
浄
土
教
に
対
す
る
批
判
的
見
解
で
あ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
真
諦
は
、
摂
論
宗
の
祖
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
摂
大
乗
論
』
の
翻
訳
に
心
血
を
そ
そ
い
だ
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
弟
子
達
も
皆
、
『
摂
大
乗
論
』
を
学
び
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
中
国
全
土
に
『摂
②
大
乗
論
』
は
広
ま
り
、
そ
の
た
め
別
時
意
趣
も
ま
た
、
広
く
一
般
に
流
布
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
『
摂
大
乗
論
』
研
究
が
き
わ
め
て
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
す
を
道
宣
は
、
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
十
五
に
お
い
て
、
隋
朝
諸
宗
の
情
勢
を
モ
タ
ス
ト
モ
モ
③
「当
時
諸
部
雖
二復
具
揚
一而
涅
槃
摂
論
最
為
二
繁
富
ご
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
諸
宗
の
中
で
も
涅
槃
と
摂
論
と
は
、
と
く
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
別
時
意
趣
が
人
々
の
間
に
信
じ
ら
れ
、
浄
土
教
を
信
ず
る
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
懐
感
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
第
二
に
よ
る
と
、
リ
テ
ニ
ク
テ
ヲ
セ
ノ
ヲ
④
「自
二
摂
論
至
7
此
百
有
余
年
。
諸
徳
威
見
二
此
論
文
一
不
レ修
二
西
方
浄
業
ご
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
百
年
以
上
後
の
懐
感
を
し
て
西
方
の
浄
業
を
修
す
る
も
の
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
ま
で
言
わ
し
め
た
ほ
ど
『
摂
大
乗
論
』
の
別
時
意
趣
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
摂
論
学
派
の
別
時
意
趣
に
関
す
る
文
献
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
散
佚
し
て
O
し
ま
い
具
体
的
な
論
説
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
名
畑
応
順
先
生
に
よ
る
と
、
近
年
敦
煌
出
土
の
古
逸
書
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
『
無
量
寿
観
経
義
記
』
一
巻
は
、
地
論
宗
霊
祐
の
作
と
推
定
さ
れ
、
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
別
時
意
会
釈
が
摂
論
学
派
の
初
期
の
説
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
と
は
、
シ
ズ
ル
ハ
ニ
ゾ
ジ
テ
ス
ヤ
ト
レ
ル
ガ
ノ
ニ
ニ
フ
「
問
。
若
凡
夫
生
二
浄
土
一者
何
故
摂
大
乗
論
判
為
二
別
時
意
一耶
。
答
。
此
拠
二
無
行
人
一故
云
ニ
ト
ニ
ニ
ク
ル
ニ
ダ
ス
ル
ノ
ミ
ニ
ニ
チ
ヲ
レ
ク
ト
ズ
ル
ニ
別
時
意
鱒
故
論
云
。
由
三
唯
発
二願
於
安
楽
国
一即
得
二
往
生
司
是
名
二
別
時
意
司
案
無
行
ク
ス
ル
昌
ヲ
ハ
ダ
ル
イ
・
ト
昌
フ
ト
ス
ル
ニ
ヒ
レ
ハ
昌
ヲ
⑥
之
人
空
発
二願
於
願
一此
但
為
二
遠
生
之
因
↓
故
云
二別
時
意
一要
行
願
相
口
方
得
二
往
生
ご
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
の
を
ど
う
し
て
『
摂
大
乗
論
』
で
は
、
別
時
意
と
し
て
い
る
の
か
と
、
問
う
の
に
対
し
て
、
全
く
行
を
し
な
い
か
ら
別
時
意
な
の
で
あ
る
。
『
摂
大
乗
論
』
に
も
た
だ
安
楽
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う
だ
け
で
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
は
、
別
時
意
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
無
行
の
人
が
空
し
く
発
願
し
て
も
や
が
て
往
生
す
る
た
め
の
因
と
な
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
願
と
行
と
が
共
に
満
足
さ
れ
て
い
れ
ぽ
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
、
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
願
だ
け
で
行
を
し
な
い
も
の
は
、
す
ぐ
さ
ま
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
隋
の
大
業
五
年
(
A
・
D
六
〇
五
)
に
達
磨
笈
多
が
『
摂
大
乗
論
釈
論
』
(
世
親
釈
)
を
翻
訳
し
、
続
い
て
唐
の
貞
観
七
年
(
A
・
D
六
111111>
波
羅
頗
迦
羅
蜜
多
羅
が
『大
乗
荘
厳
経
論
』
を
翻
訳
し
た
。
ち
ょ
う
ど
道
綽
が
浄
土
教
に
帰
依
し
て
後
、
『
安
楽
集
』
を
講
義
し
て
い
る
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
唐
の
貞
観
二
十
年
(
A
・
D
六
四
六
)
玄
奘
が
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
を
翻
訳
、
ま
た
唐
の
貞
観
二
二
年
(
A
・
D
六
四
八
)
玄
奘
が
『
瑜
伽
師
地
論
』
を
翻
訳
、
続
い
て
翌
年
の
貞
観
二
一二
年
(
A
・
D
六
四
九
)
玄
奘
が
『
摂
大
乗
論
本
』
、
『
摂
大
乗
論
』
世
親
釈
、
『
摂
大
り
7
乗
論
』
無
性
釈
を
翻
訳
、
そ
し
て
、
唐
の
永
徽
三
年
(
A
・
D
六
五
二
)
玄
奘
に
よ
っ
て
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
迦
才
が
『浄
土
論
』
を
著
述
し
、
善
導
が
長
安
で
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
特
に
玄
奘
は
、
自
ら
国
禁
を
犯
し
て
ま
で
イ
ン
ド
へ
行
き
、
苦
難
の
末
持
ち
帰
っ
て
来
た
、
多
数
の
経
論
を
、
自
ら
学
ん
で
来
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
語
学
力
と
、
法
相
唯
識
の
学
力
を
も
っ
て
、
翻
訳
し
、
中
国
に
法
相
宗
を
伝
え
そ
の
開
祖
と
な
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
新
訳
の
『
摂
大
乗
論
』
に
よ
る
別
時
意
趣
が
盛
ん
に
説
か
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
玄
奘
門
下
の
別
時
意
趣
に
関
す
る
記
述
は
真
諦
門
下
の
も
の
よ
り
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
ず
玄
奘
の
門
下
で
は
な
い
が
同
世
代
に
活
躍
し
て
い
た
道
世
(
玄
憚
)
は
玄
奘
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
諸
経
要
集
』
に
よ
る
と
、
ク
ノ
ニ
セ
ノ
ヲ
ニ
ジ
ト
ノ
ン
ジ
ノ
ス
ノ
「
玄
奘
法
師
云
。
西
方
道
俗
並
作
二弥
勒
業
↓
為
レ
同
一欲
界
一其
行
易
レ
成
。
大
小
乗
師
皆
許
二
此
ヲ
ノ
バ
ク
ハ
ニ
シ
テ
ナ
ル
ユ
テ
ハ
シ
ジ
キ
ハ
ノ
ノ
ハ
ヒ
テ
ニ
ル
法
司
弥
陀
浄
土
。
恐
凡
鄙
穢
修
行
難
レ
成
。
如
二
旧
経
論
鱒
十
地
已
上
菩
薩
。
随
レ分
見
ニ
ヲ
レ
バ
ノ
ニ
ノ
ニ
シ
テ
テ
シ
ル
コ
ヲ
ヲ
ニ
サ
ソ
ヤ
ノ
チ
報
仏
浄
土
鱒
依
二
新
論
意
舶
三
地
菩
薩
始
可
レ
得
レ
見
二
報
仏
浄
土
司
豈
三
容
下
品
凡
夫
即
ル
ヨ
ヲ
ヲ
ハ
レ
ナ
リ
ゆタ
カ
ラ
ス
リ
タ
リ
ト
ハ
ハ
ハ
セ
ド
モ
ハ
サ
ニ
ハ
得
二
往
生
舶
此
是
別
時
之
意
。
未
レ
可
レ
為
レ定
。
所
以
西
方
大
乗
許
。
小
乗
不
レ
許
。
故
法
師
ニ
シ
ノ
ヲ
ソデ
ノ
ニ
ス
シ
テ
ソ
　
ヲ
ニ
フ
テ
ニ
ニ
テ
ヲ
ダ
一
生
已
来
常
作
二
弥
勒
業
一臨
二
命
終
時
鱒
発
霊願
上
生
見
二
弥
勒
仏
鱒
請
二大
衆
一同
時
説
レ偈
云
。
ク
ハ
シ
ニ
ニ
ラ
ソ
　
ヲ
ヲ
ノ
ク
ハ
南
無
弥
勒
如
来
応
正
等
覚
。
願
与
二
含
識
触
速
奉
二
慈
顔
鱒
南
無
弥
勒
如
来
所
居
内
衆
。
願
テ
ヲ
テ
ズ
ゼ
ン
ノ
ニ
⑦
捨
レ命
已
、
必
生
二
其
中
ご
と
説
か
れ
る
よ
う
に
玄
奘
の
言
葉
と
し
て
、
西
方
へ
往
生
を
願
っ
て
い
る
者
達
に
対
し
て
、
弥
勒
の
兜
率
天
の
方
が
行
じ
易
い
か
ら
弥
勒
の
業
を
積
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
兜
率
は
天
で
あ
る
か
ら
、
欲
界
と
同
じ
三
界
中
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
行
じ
や
す
く
、
ま
た
大
乗
も
小
乗
も
共
に
兜
率
上
生
を
勧
め
る
が
、
西
方
浄
土
は
、
旧
訳
は
十
地
以
上
の
菩
薩
、
新
訳
は
三
地
以
上
の
菩
薩
と
言
う
よ
う
に
高
い
境
地
に
至
っ
た
者
以
外
は
修
し
難
い
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
下
品
の
凡
夫
は
、
到
底
往
生
で
き
な
い
所
で
あ
る
と
し
て
、
も
し
凡
夫
が
往
生
で
き
る
と
す
る
な
ら
ぽ
そ
れ
は
、
別
時
意
趣
と
言
い
、
す
ぐ
さ
ま
往
生
が
定
ま
る
の
で
は
な
い
と
し
て
、
西
方
の
行
は
凡
夫
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
方
は
、
大
乗
で
往
生
を
許
し
て
も
小
乗
で
は
許
し
て
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
、
そ
の
た
め
に
玄
奘
自
身
も
一
生
を
弥
勒
の
修
行
に
勤
め
臨
終
に
際
し
て
、
弥
勒
の
兜
率
天
に
上
生
し
た
い
と
発
願
し
て
、
偈
を
説
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
別
時
意
趣
は
、
当
時
弥
勒
の
兜
率
天
と
、
弥
陀
の
浄
土
と
の
勝
劣
の
論
議
の
中
で
西
方
を
兜
率
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
証
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
⑧
次
に
、
玄
奘
門
下
で
玄
奘
の
訳
場
に
お
い
て
証
義
大
徳
十
一
人
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
神
泰
の
『
摂
大
乗
論
疏
』
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
疏
は
、
現
在
散
佚
し
て
現
物
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
に
も
道
忠
(
?
ー
一
二
八
一
)
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
巻
第
四
に
、
散
佚
以
前
の
神
泰
『
摂
大
乗
論
疏
』
が
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ノ
ニ
ク
テ
ニ
ヲ
チ
ス
ル
コ
ヲ
ニ
テ
「
神
泰
摂
論
疏
云
由
二唯
発
願
一
不
レ修
二
其
行
一便
得
レ
往
二
生
極
楽
世
界
一乃
至
広
説
、
若
依
二
ニ
セ
バ
ヲ
テ
ニ
ト
キ
ハ
ス
ル
コ
ヲ
ニ
ナ
リ
ス
ル
ハ
ナ
ル
ガ
観
経
一会
二此
文
一者
由
二唯
発
願
一得
レ
往
二
生
彼
一是
別
時
意
。
若
十
念
成
就
即
是
行
故
二
⑨
非
二別
時
一也
。L
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
玄
奘
門
下
の
神
泰
は
、
修
行
せ
ず
し
て
、
た
だ
極
楽
に
往
生
し
た
い
と
発
願
し
て
も
別
時
意
で
あ
っ
て
、
即
得
往
生
は
で
き
な
い
。
し
か
し
も
し
十
念
成
就
す
れ
ば
行
で
あ
る
か
ら
別
時
意
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
玄
奘
自
身
の
意
見
と
は
異
な
り
一
応
浄
土
教
を
認
め
る
主
張
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
十
念
は
、
善
導
の
口
称
念
仏
と
は
速
や
か
に
理
解
し
難
い
し
、
こ
の
『
摂
大
乗
論
疏
』
は
、
日
本
の
道
忠
が
引
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
当
に
神
泰
の
も
の
か
ど
う
か
も
確
証
す
る
証
拠
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
本
当
の
玄
奘
門
下
の
別
時
意
に
対
す
る
意
見
か
ど
う
か
は
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
玄
奘
門
下
で
も
第
一
の
神
足
と
い
わ
れ
る
慈
恩
(
A
・
D
六
三
二
～
六
八
二
)
の
も
の
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
慈
恩
の
も
の
は
、
懐
感
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
別
時
意
趣
会
通
を
述
べ
る
箇
所
に
お
い
て
、
懐
感
の
意
見
と
比
較
し
な
が
ら
論
述
し
て
み
た
い
。
以
下
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
載
せ
る
こ
と
と
す
る
。
註
①
『
大
正
蔵
経
』
三
一
巻
一
〇
三
頁
B
。
②
「
続
高
僧
伝
」
一
・
真
諦
伝
及
び
十
八
・
曇
遷
伝
に
よ
る
。
③
『
大
正
蔵
経
』
五
〇
巻
五
四
九
A
。
④
『浄
土
宗
全
書
』
六
巻
壬
二
A
。
⑤
『
迦
才
浄
土
論
の
研
究
』
論
巧
篇
一
二
〇
頁
～
=
二
〇
頁
。
⑥
『
大
正
蔵
経
』
八
五
巻
二
四
九
頁
B
。
⑦
『
大
正
蔵
経
』
五
四
巻
六
頁
C
～
七
頁
A
。
⑧
矢
吹
慶
輝
著
『
鳴
沙
余
韻
解
説
』
三
七
三
頁
。
⑨
『
浄
土
宗
全
書
』
六
巻
二
三
八
頁
B
。
『
大
般
涅
槃
経
集
解
」
の
撰
述
に
つ
い
て
大
澤
亮
我
こ
の
書
は
古
来
か
ら
の
注
釈
を
集
め
、
宝
亮
が
梁
の
武
帝
の
勅
に
よ
っ
て
撰
し
た
も
の
と
さ
れ
て
0
い
た
。
そ
れ
は
『
集
解
』
の
最
初
に
武
帝
の
序
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
以
二天
監
八
年
五
月
八
日
鱒
勅
レ
亮
撰
二大
涅
槃
義
疏
幻
以
二
九
月
廿
日
一訖
。
②
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
『集
解
』
の
序
の
下
に
註
し
て
